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　2007年11月に小阪憲司名誉代表世話人が、新横浜

プリンスホテルにて開催した第1回レビー小体型認知症

（DLB）研究会から今年で13回目になります。私は、昨

年度に小阪先生から推薦を受け、世話人会での決議の

もと代表世話人に就任いたしました。

　昨年の第12回の研究会では、横浜市立大学福浦

キャンパス・へボンホールで初の市民公開講座を開催し、

盛況のうちに終わることができました。2019年6月24日

から26日にかけて、米国ラスベガスにてInternational 

Lewy Body Dementia Conferenceが開催され、私

もDLB研究会の世話人の先生方と参加し、本会やDLB

サポートネットワークの活動状況を報告すると共に、

新たな知見を得ることができました。第13回DLB研究

会では、日本での取り組みに関してアメリカで報告した

ことを踏まえて、「レビー小体型認知症研究の現在、そ

して未来へ」というテーマでシンポジウムを行うことにな

りました。さらには、新たな試みとして、「認知症研究開

発事業採択課題（AMED）講演」として、岩坪威先生、

山田正仁先生にご講演をしていただくことになりました。

　DLB研究会は、これからもさらに発展し、永続できる

ことを目標に、会員やDLBサポートネットワークの皆様と

ともに協力しながら、しっかりとした運営をしてまいりた

いと思います。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

代表世話人 池田　学
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   2019年7月の時点で、日本全国20ヵ所、19都道府県においてレビー小体型認知症サポートネットワーク

（DLBSN）が組織されている。その活動理念は“ DLB患者と介護家族、ケアスタッフや医療関係者、DLBに関心

を持つ全ての人を対象に、疾患や介護技法について正確な情報を共有し、学び、支え合う”ことであり、医療と

介護を橋渡しする非営利的団体である。各DLBSNは、最近活動を開始したDLBSN大阪も含めそれぞれ独立し

た組織であり、各エリアにおけるケア専門職、介護技術指導者が代表となり、代表の下に顧問医、協力医、協

力者が配置され運営されている。各個に活動しているDLBSNではあるが、毎年11月、DLBSN全国交流会を開

催し、全国規模で情報の共有を行っている。

　2019年6月24日から26日までの三日間、米国Las Vegasにおいて表題の国際学会が、Scientific Trackと

Patient and Care Partner Trackの二本立てで開催された。演者自身はDLBSN東京の顧問医を務めているが、

こうした背景から、日本におけるレビー小体型認知症（DLB）研究会およびDLBSNの位置付けと役割、DLB

と診断された患者とその家族が直面する日本特有の問題、日本で用いられるコーピングスキル、利用可能な

コミュニティーサポートツール等を紹介して欲しいとの事務局の希望から、後者のtrackにinvited speaker

として招聘された。

　当日は、DLBSNの活動を説明すると共にDLBSN東京の交流会で頻出する質問事項を基に、日本における

DLB診療およびケアを取り巻く諸問題を口演した。特に会場から反応を認めたのは、日本特有の介護者側の

問題点に関する、日本人の性質を ‘3S’として述べた件である。具体的には、‘should thinking’ （自分が何とか

するべきである）、　‘shame culture’ （他人に頼るのは恥だ、申し訳ない）、‘self sacrifice’（自分が耐えれば、

頑張れば何とかなる）。こうした我々日本人からすると美徳ともいえる精神性が、実は介護者自身の精神的お

よび身体的余裕を奪い、ひいては患者への攻撃につながってしまうという内容である。キリスト教文化圏との

文化的相違による事案は、やはり興味深かったようで、口演後、何故日本人にそうした精神性が生じるのか、

世代間の違いはないのか等々、多くの質問を受けた。

　最後に、DLBSNの交流会において疾患概念、症状、治療、介護の実際を識ることは、理解の深化を助け、

主治医の手の回らない“疾患教育 ”を補完する。介護における無理と無駄を排除し、‘3S ’へのcounselingと

不安や疑問の軽減の為の ‘vent ’（ガス抜き）として作用していることをDLBSNの意義としてまとめた。

    研究会では、ILBDCにおいて用いたスライドを提示しながら、DLBSN東京の活動を通じてDLBSNの活動

報告を行いたい。

演者 ▶ 眞鍋雄太 神奈川歯科大学　認知症・高齢者総合内科　
　　　　　　　　　　　藤田医科大学　救急総合内科

演者 ▶ 村山繁雄 東京都健康長寿医療センター　神経内科、バイオリソースセンター、
　　　　　　　　　　　神経病理、高齢者ブレインバンク

レビー小体型認知症サポート
ネットワークの活動報告
- International Lewy Body Dementia Conferenceに参加して-

レビー小体病は高齢者フレールの
背景病理の一つである3

講 演

  レビー小体は、老化に伴い蓄積する異常蛋白の一つにより構成されています。生物は、

蛋白分解酵素サーベイランスにより、異常蛋白が出現しても処理する経路を持ってい

ますが、老化によりこのサーベイランス機能が低下することで、異常蛋白が蓄積して

きます。レビー小体の原因となるのはαシヌクレインという蛋白で、実際記憶・学習

においての役割が想定されています。レビー小体自体は、ヒトが異常蛋白を処理して

何とかゴミとして安定させたものですが、そこに至るまでの間に、異常となったαシヌ

クレインが機能障害を引き起こすことが分かってきました。

　高齢者ブレインバンクは、在宅高齢者支援総合救急病院の剖検例に、登録同意を

得ることで構築しています。高齢者コホート全体の背景をみていくことが大きな役割

の一つです。その結果、高齢者の1/3は、全身のどこかにレビー小体病理を持っており、

実際発病するのはその1/10であることが明らかになってきました。これは、神経原

線維変化はほぼ10%、老人班はおよそ 2/3 に認められることを考えると少ないですが、

前二者と異なり、中枢神経系だけでなく、末梢にもでてくることが違います。

　レビー小体病理は高齢者の脆弱性の原因となること、認知症、パーキンソン症状

だけでなく、自律神経障害も起こすことに気をつける必要があります。 

神経病理レクチャー
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代表世話人　

池田   学

副代表世話人　

岩坪   威

名誉代表世話人　

小阪憲司

世話人

監事

勝瀬大海　      藤城弘樹　

 

一般社団法人総合ケア推進協議会

エーザイ株式会社 クリニカル企画推進部

エーザイ株式会社 ニューロロジービジネスグループ 臨床開発部

エーザイ株式会社 マーケティング推進本部 CNSグループ

小野薬品工業株式会社
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富士フイルム富山化学株式会社

Mentis Cura Japan 株式会社

ヤンセンファーマ株式会社

エーザイ株式会社

ＬＭ総合法律事務所

株式会社ツムラ

第一三共株式会社

大日本住友製薬株式会社

武田薬品工業株式会社

日本ケミファ株式会社

日本メジフィジックス株式会社
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レビー小体型認知症サポートネットワーク朝田   隆　      天野直二　       新井平伊　      井関栄三          鵜飼克行

内海久美子　   内門大丈          小田原俊成       織茂智之          川口   哲　

木之下徹　       葛原茂樹　       篠遠   仁　    東海林幹夫       城間清剛　

田北昌史          坪井義夫          都甲    崇　     中島健二           長濱康弘

羽生春夫           福井俊哉　      布村明彦　      前田   潔          眞鍋雄太　

水谷智彦          水上勝義　       三村   將           村山繁雄　      森   悦朗　

　　　　　　　山田正仁      吉岩あおい        梁　正淵　　
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（全て五十音順）
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小阪憲司
横浜市立大学名誉教授／レビー小体型認知症研究会名誉代表世話人

池田　学
大阪大学大学院医学研究科精神医学分野教授／レビー小体型認知症研究会代表世話人

稲森正彦
横浜市立大学医学部医学教育学主任教授

小田原俊成
横浜市立大学保健管理センター教授・センター長／レビー小体型認知症研究会世話人

内門大丈
レビー小体型認知症研究会事務局長／レビー小体型認知症研究会世話人

竹中一真
レビー小体型認知症研究会事務局員

中村昌英
レビー小体型認知症研究会事務局員

小阪彰伯　
レビー小体型認知症研究会事務局員

2019年11月2日発行

レビー小体型認知症研究会

第13回レビー小体型認知症研究会実行委員会
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〒220-8143　神奈川県横浜市西区みなとみらい2丁目2番1号
横浜ランドマークタワー43階（ＬＭ総合法律事務所内）

TEL：045-872-4300　FAX：045-872-4301
MAIL：office223@ dlbrg.org

http：//www.d- lewy.com
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